
 

 

 

❐歩道・東公園清掃奉仕参加者紹介 

４月１５日の歩道・東公園清掃奉仕には、雨天にも係わらず多くのみなさんに  

ご参加いただきありがとうございました。当日は雨と寒さにも負けず熱心に作業に

取り組んでいただきましたことを改めてお礼申し上げます。 

参加したみなさん、お疲れ様でした。 

中山正美、白戸 恵、工藤春一郎、松山良治、佐々木裕子、渡辺万一、大平清美、 

工藤ヨシ、須藤キサ子、工藤要一、谷 正治、小山内勇作、北山利昭、宇野豊子、 

北山 将、佐々木 繁、伊藤和子、山本良子、今 秋子、富谷允老、工藤武裕、 

  鎌田由紀子、今 広文、佐藤ミチエ、鈴木一弘、村上節子、村岡嘉七、木下友子、 

 山崎カツエ、池内次男、斎藤國治、佐藤良三、西谷 壽、三上重徳、中村ふな、 

 斎藤勇一、木村那智子、工藤キクエ、阿部精逸、千葉昭三、村上十三男 

※今年も最年長者(89 歳)の工藤要一さんが元気に参加してくださいました。 

 

❐平成２７年度総会のお知らせ 

ハガキでもご案内しているとおり、平成２７年度定時総会・互助会定期総会を、 

下記のとおり開催します。申し込んだ方は忘れずに参加してください。 

１. 日  時  ５月２７日（水）午後１時     定時総会 

                 午後２時３０分  互助会定期総会 

                 午後３時３０分  懇親会 

 ２. 場  所  グリーンパレス松安閣 

❐清掃作業者募集 

１. 場  所  田舎館村川部 地内 会社事業所 

２. 時  間  毎週月曜日 午前８時３０分 ～ 午前１１時３０分  

３. 人  員  ２人 

４. 条  件  ３月まで続けられる方で、自動車で現場へ行ける方 
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現在の会員数 

合   計  ２５６名 

(男  性 １７１名) 

(女  性  ８５名) 



 

 

❐理事長のつぶやき ～日本一は２つ？～ 

 連日の陽気で春の息吹きが聞こえるこの頃、津軽地方の桜の開花も早くなるとか。

桜前線の北上により、各地から花便りが伝えられるが、その桜で日本一を思い出し

たのである。 

 我々津軽の人達が桜の“日本一”はと聞かれると、誰もが「弘前公園」と答える

であろう。西に雄大な津軽富士の霊峰「岩木山」が雪を頂上に被り、公園内の

2,600 本有余のピンク色に染まった風景は、他を圧倒し正に日本一だと思うのである。 

 ところが関西の人達に言わせると、日本一の桜は奈良県吉野山の桜だと言うので

ある。遠くから眺める桜は、山の麓から山頂に向かって順々に咲いて行き、中腹か

ら山頂へと移っていく様子は野趣溢れるもので、山の緑と相俟って何処にも負けな

い美しさと味わいがあるという。 

 私は６年前に桜を見るため、京都の醍醐寺と奈良吉野山へ行ったことがある。 

 まず醍醐寺の桜は、太閤豊臣秀吉が花見の宴を開いたことで有名だが、寺の敷地

が２２万坪にも及ぶ壮大なスケールを誇る寺である。桜は寺の境内と一部に植えら

れていて、何といっても大きな“枝垂桜”に特徴があり、豪華絢爛に咲き乱れる様

子は青森県では想像できない程である。正に時の権力者にふさわしい処だと実感し

たものである。 

 奈良の吉野山は山桜が特徴らしく、山の中腹と山頂は咲いてなかったが、遠くか

ら眺める桜は日本一というのも分かる気がしたのである。 

 私は関西の友達に一回でいいから弘前の桜を見てほしいと言ったら、平成２３年

にやって来たのである。まず、堀の回りの桜と桜のトンネルシャワー、そして天守

閣から岩木山を一望する桜に、凄いと溜め息をついたことはいうまでもない。 

 私は遠くから眺めて楽しむ桜と、桜の花の下で楽しむ“日本一”が２つあっても

いいのではないかと言うと、それもありだという返事が返ってきたのである。 

 当然その後は花見酒になったことは言うまでもなく、花を愛でながら交わす酒は

“日本一”だと思う。 

 弘前公園の花見の思い出と言えば、子どもの頃、汽車に揺られ、両親に手を曳か

れながら、公園入口の出店で買ったガサ海老（シャコ）とガニ（毛蟹）を食べた記

憶が今でも残っている。残念ながら今は衛生上売ることができないとか。 

 やはり、いくつになっても“花より団子”が“日本一”か・・・。 
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